
ツルグミ
［木本］《忌避》

アブラギリに巻き

付くツルグミ。

葉の縁はあまり波打たない。

区別のポイント

葉の裏面と枝は普通は赤褐色。小枝

は下向きに付く。

形態 つる性の常緑低木。他の木に寄りかかるようにして伸びる。

分布 本州（関東地方以西）・四国・九州・沖縄

名前の由来 グイとは刺の意味で、グイミがグミとなったという説がある。

葉 〈全体〉長楕円形または卵状長楕円形で長さ４～８㎝、幅 2.5 ～ 3.5 ㎝。革質

で表面にははじめ銀色の鱗状毛があるが、後に落ちて無毛。裏面はふつう

赤褐色の鱗状毛が密生する。

〈付き方〉互生。 〈葉柄〉１～２㎝。

〈基部〉円形。 〈葉先〉 尖る。

〈縁〉全縁であまり波打たない。

備考 グミの仲間では、トゲは少ない方。

出典 ４，※

葉の裏面は赤褐色の鱗状毛が密生。


